
KOBE AWAY PRESS
私達にはアウェイ戦のゴール裏をクリムゾンレッドで埋め尽くすという夢があります。一人でも多くのヴィッセル神戸サポーターにアウェイ観戦の楽しさを
届けたい。KOBE AWAY PRESS（仮）はこうした思いから生まれた情報紙です。KOBE AWAY PRESS（仮）は関東サポーター有志により自主的に制作されています。

10年目のリスタート号 2021.03.28Kick Off 65
We aim to provide a pleasure of watching away game, dreaming the spectacle of away crowd covered in crimson red. 

どこまでも行こうぜ　勝利を信じて
熱き友の想い　胸に宿して
行こう　勝利へ
トモニ戦え ラーララ ララララ！
歌声響かせろ（KOBE!)　遠く神戸まで（KOBE!）
さぁみんなで帰ろう 神戸に帰ろう
勝利この手に！

KOBE AWAY MARCH

2021シーズンも開幕して早一ヶ月。関東界隈ではまだアウェイ席が開放されていな
いのでTV越しに声援を送られていることかと思います。今日はルヴァン杯第2節、相
手はFC東京です。今シーズン早くも2回目の対戦となります。リーグ戦ではドウグラス
選手の2ゴールで先手を取ったあと、鋭いカウンターに手を焼き同点に追い付かれる
も、終盤に郷家選手が勝ち越しゴールを奪い3-2で勝利を収めました。今回はルヴァ
ン杯ということで両チームとも選手を入れ替えてくることが予想されます。そこで今
日は今年新加入の櫻内選手に注目してみたいと思います。櫻内選手は2012年から
昨シーズンまで磐田一筋で150試合以上に出場した右サイドバックのスペシャリスト
です。ただ昨シーズンは試合出場がほとんどなく、移籍した西選手と比較するとどう
しても....ってところがあったのでサポーターの評価も当初は半信半疑といったところ
でした。しかし初出場したルヴァン杯大分戦では絶妙なポジショニングと正確なクロ
スで勝利に貢献、名刺代わりに高い能力を証明してくれました。リーグ戦ではまだ出
場機会に恵まれていないだけに、ルヴァン杯にかける思いは誰よりも強いことでしょ
う。そんな櫻内選手の活躍に期待したいと思います。あと、FC東京ではやっぱり三田
選手に出てきてもらいたいですね。2年前の連敗地獄をストップした湘南戦のゴール、
そしてサポーターに向かっていく姿は今でも忘れません。ただ今日はゴール、アシスト
以外で活躍してね。

俺達のこの街に　お前が生まれたあの日
どんなことがあっても　忘れはしない

共に傷つき　共に立ち上がり
これからもずっと　歩んでゆこう

美しき港町　俺達は守りたい

命ある限り　神戸を愛したい

オオオーオ オオオオオー…

神 戸 讃 歌
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2021年度日程

鹿島アントラーズ
大分トリニータ
サンフレッチェ広島
FC東京
横浜Fマリノス
セレッソ大阪
徳島ヴォルティス
浦和レッズ
柏レイソル
サガン鳥栖
アビスパ福岡
横浜FC
セレッソ大阪
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日産ス
ノエスタ
鳴門大塚
埼玉
三協F柏
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ヨドコウ
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ガンバ大阪
大分トリニータ
徳島ヴォルティス
FC東京
名古屋グランパス
川崎フロンターレ
コンサドーレ札幌
FC東京
ベガルタ仙台
大分トリニータ
清水エスパルス
湘南ベルマーレ
徳島ヴォルティス
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会場　
ノエスタ
昭和電ド
鳴門大塚
味スタ
ノエスタ
ノエスタ
札幌ド
味スタ
ユアスタ
ノエスタ
ノエスタ
レモンS
ノエスタ
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対戦相手

※刷工程にかかる日数の関係で勝敗・得点の記載をしていない   日程があります。あなたの手で日程表を完成させてください!

It’s been a month since 2021 season has been started. We suppose many supporters are cheering 
each teams through TV screen due to visitor seats haven’t been opened around Kanto area.
Today Vissel will against FC TOKYO only after 2 weeks since competing at J1 league game. At the 
game, we won with 3 points; 2 first goals of  Douglas and Goke’s Go-ahead goal in last minutes 
despite struggling with Tokyo’s counterattack.
Today, at Levain cup, we expect seeing new members and positioning.
Let’s focus on Sakurauchi who has just moved from Iwata this season. He plays right side-back and 
played in 150 games in Iwata since 2012.
However Vissel supporters expectation was not very high at the begging because he couldn’t play in 
many games last season and being compared to Nishi who has moved out. Despite supporters’ 
uncertainty, he showed his high potential by exquisite positioning and accurate cross to lead to win. 
His motivation to Levain cup must be very strong as not being given many chances in J1 league. Let’s 
expect his active participation and impact.
Also we are hoping to see Mita to play. We never forget a goal in the game against Shonan to stop 
consecutive defeat and run up to supporters 2 years ago. 
Show your activity EXCEPT goal or assist!!! X)



KOBE AWAY PRESSPDF版ダウンロード
http://kobeap.net/
Facebook　    http://www.facebook.com/kobeap
Twitter     @kobeap　(https://twitter.com/kobeap)

発行：KOBE AWAY PRESS編集部

KOBE AWAY PRESSからのご協力のお願い
KOBE AWAY PRESSを他のお友達にすすめたいという方や
自分のお店において配ってもいいよという方は大歓迎です。
一人でも多くのサポーターを誘ってアウェイゴール裏に駆けつけましょう！
KOBE AWAY PRESSのPDF版ダウンロード、および
KOBE AWAY PRESSに関するお問い合わせは、以下のURLにアクセスしてください。

Keep cleanこのKOBE AWAY PRESSを受け取ったら、その場で捨てないでお家まで持ち帰ってね！

トップチーム

編集
後記

1 前川  黛也GK 飯倉　大樹GK 伊藤  元太GK 32 廣永 遼太郎GK 3 小林  友希DF

4 トーマス　フェルマーレンDF 菊池  流帆DF 初 瀬  亮DF 23 山川  哲史DF 24 酒井  高徳DF

25 大﨑  玲央DF 櫻 内  渚DF 山 口  蛍MF 6 セルジ サンペールMF 8 アンドレス イニエスタMF

14 安井  拓也MF 井上  潮音MF 佐々木 大樹MF 27 櫻井  辰徳MF 31 中坂  勇哉MF

37 増山  朝陽MF 藤本  憲明FW 古橋  亨梧FW 11 古橋  亨梧FW 21 田中  順也FW

29 リ ン コ ンFW アユブ マシカFW 小田 裕太郎FW
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22
11
41 ドウグラスFW49

今号から、少し紙面が変わっています。お
気づきになったでしょうか？
創刊から10年を経過したこと、また新国
立でのタイトルマッチでの配布を実現で
きたことを、一つの区切りとして、題字か
ら（仮）が外れました。第二章とか、2nd
シーズンとかそんな感じでしょうか。
ということで、「KOBE AWAY PRESS
（仮）」改め「KOBE AWAY PRESS」と
して再始動いたします。よろしくお付き合
いください。（な）

KOBE AWAY PRSS編集部では、試合展望やコラムを書いて頂ける方を大募
集中です。少しでもご興味持っていただけましたら、配布している編集部員に直
接お声がけいただくか、Facebook/Twitterにてご連絡ください。よろしくお願
いします。

もちろん2020年は世界中が大変な年だったが、ヴィッセル神戸とサポーターに
とっても試練の年だった。
元日には天皇杯優勝、2月にはゼロックス杯に勝利、続くACLでは2連勝と世界
に向けた完ぺきな船出。しかし、Jリーグ開幕戦は横浜FCに対策されてドローに。
リーグ戦の先行きの厳しさが予感された。その直後、新型コロナ対策のためにJ
リーグは7月まで中断。再開後は10月中旬までほぼ毎週2試合の殺人的なペー
スの連戦。連戦の中、勝利は続かず、相手チームの神戸対策にはまり、閉塞感が
ある試合ばかりが続く。リーグ戦は川崎が独走、ルヴァンカップも初戦で川崎に
大敗、天皇杯は前年王者なのに出場すらできず。秋口の時点で残されたタイトル
はACLただ一つとなった。
こうしたもどかしい状況の中、神戸に悲願の初タイトルをもたらしたトルステン・
フィンクは急遽退任。世界的な危機の中、故国に家族を残し、異国でひとり仕事
をする情熱を保てなくなったのだろう。
後任は三浦アツ。2005年ジーコジャパン崩壊の危機を救った「アブダビの夜」
の中心人物。なにより、その年、J2降格時にいち早くチーム残留を宣言し、多く
の主力選手の残留につなげた、漢気溢れ、人望豊かな人物。しかし、指導者経験
は全くない。監督としての手腕は未知数。就任直後は連勝でチームを立て直した
が、ACLを意識する采配に移行した段階で再び勝利から遠ざかる。高い理想を
掲げて目指していた洗練されたスタイルは影を潜め、最後には得点すら奪えない
試合が続く。
サポーターにはますますフラストレーションが溜まるばかり。

理想と現実に対する割り切りやアツ個人に対する思い入れはサポーターでもそ
れぞれ異なる。そのためSNSでは、次第に監督やクラブへの罵りや嘲りが目立つ
ようになり、中には監督解任のためにチームの負けを望む声まであった。
そして、最大かつ唯一の目標であったACLは不可解なVAR判定もあり準決勝敗
退という何とも言えない評価が分かれる結果に終わった。しかもイニエスタの大
きな負傷付きで。モヤモヤとした幕切れの2020年だった。
さて、2021シーズンが始まりました。サポーター自身の仕事や学業、生活にも大きな
変化や負担があった2020年は、自分の暮らしだけでも大変なのに浮沈の大きな
ヴィッセルに付き合ったのはみなさんはとても大変だったと思います。そんな中、スタジ
アムにも自由に行けず、サポーターって何だろうと考えた方もいたのではないかと思い
ます。
サポーターであるとき「クラブに対面し、叱咤激励する立場」と「クラブと並び、肩を組
んで支え合う立場」の2つの立ち位置があるように思います。どちらも愛がある立ち位
置だと思います。しかし、対面すると、時には叱咤の言葉が先鋭化しすぎて誰かを傷
つけたり、愛より理が勝ちすぎた身勝手な主張に陥ることもあります。一方、並ぶ位置
に立つ時はクラブを甘やかし馴れ合いの関係となってしまうこともあります。とても難し
い問題です。そんなことを考えるとき、僕たちには一つの拠り所があります。それは「神
戸讃歌」です。そしてその歌詞を6文字に凝縮した「トモニイコウ」です。
KOBE AWAY PRESSはこれからもヴィッセルやサポーターと共に歩んで行きたい
と思っています。一日も早くアウェイゴール裏で肩を組みながら勝利の神戸讃歌を歌
える日が来るのを願いながら。                                  　　　　 編集部 ZEN

いつもKOBE AWAY PRESSをご愛読いただきありがとうございます。
すっかりご無沙汰をしてしまいました。2020年2月のFUJI XEROX SUPER CUP 
の以来の発行となります。
2020年シーズンも、例年どおりの発行を計画しておりました。ACLアウェイ戦で
現地に乗り込んでの配布なんて夢も広がっていました。ですが、新型コロナウイル
ス感染拡大という事態により、リーグ戦も一時中断となり、再開後も、厳戒態勢下
での試合が続きました。アウェイ席自体が設定されない試合も多くありました。
例年であれば、スタジアムで、直接お渡しをしているKOBE AWAY PRESSです
が、このような状況下では、いつも通りというわけにいかず、また日程が変則すぎた
こともあって、発行をお休みする形となってしまいました。
2021年シーズンも、首都圏では緊急事態宣言の延長もされ、「いつものアウェイ
のスタジアム」が戻ってくるのは、もう少しだけ先になりそうです。
だが、このままお休みというのも、なんだがつまらない。今だからできることがある
のではないか？そう考えて、色々、挑戦してみようということになりました。その一
つが、PDF版での発行です。「スタジアムで、直接、紙面をお渡しする！」という思い
に変わりはありませんが、今できる、一つの形だとお考えください。

少し変則的なKOBE AWAY PRESSですが、中身はいつもと変わらぬ、熱く楽しい
ものをお届けするつもりです。ちょっと違う、でもいつもどおりのKOBE AWAY PRESS
にお付き合いください。そして、近々戻ってくるであろう「いつものアウェイのスタジ
アム」で、お会いできる日を楽しみにしています。                           編集部 ないる

Facebook
http://www.facebook.com/kobeap
Blog http://kobeap.net/
Twitter @kobeap

試練の年を乗り越えて

Restart!!
 KOBE 
AWAY 
PRESS


